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48)  髙倉大匡，將積日出夫，西条寿夫，渡辺行雄：近赤外線分光法（NIRS）を用いた視運動性刺激に対する中枢応答の

解析－水平刺激と垂直刺激との比較－．第 69 回日本めまい平衡医学会，2010，11，18-19，京都． 
49)  小林健二，伏木宏彰，上田直子，渡辺行雄：前庭機能検査における vibration induced nystagmus の有用性について．

第 69 回日本めまい平衡医学会，2010，11，18-19，京都． 
50)  上田直子，浅井正嗣，渡辺行雄：両側前庭機能低下例の重心動揺検査．第 69 回日本めまい平衡医学会，2010，11，

18-19，京都． 
51)  坪田雅仁，將積日出夫，堀 悦郎，藤坂実千郎，西条寿夫，渡辺行雄：強大音刺激により無麻酔サル眼窩周囲で記

録される誘発反応の検討．第 69 回日本めまい平衡医学会，2010，11，18-19，京都． 
52)  西田 悠，永福智志，永尾 薫，伏木宏彰，渡辺行雄，田村了以：サル海馬歯状回と CA1 の睡眠脳波．第 19 回海

馬と高次脳機能学会，2010，11，20-21，金沢． 
53)  石田正幸，松井祥子，伏木宏彰，藤坂実千郎，猪又峰彦，市川智巳，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之：IgG4 関連疾患におけるアレルギー性鼻副鼻腔炎所見の検討．第 60 回日本アレルギー学会秋季学術大会，

2010，11，25-27，東京． 
54)  藤坂実千郎，將積日出夫，渡辺行雄，淵澤千春，渡辺このみ，渡辺一彦：当科における内視鏡下涙嚢鼻腔吻合術（DCR）

について．第 55 回日耳鼻富山県地方部会，2010，11，28，富山． 
55)  髙倉大匡，將積日出夫，藤坂実千郎，渡辺行雄：新規ヒト乾燥羊膜（Hyper-dry 羊膜）の耳科手術への応用．第 55

回日耳鼻富山県地方部会，2010，11，28，富山． 
56)  舘野宏彦，浅井正嗣，渡辺行雄：口蓋扁桃摘出術を施行したベーチェット病の一例．第 55 回日耳鼻富山県地方部会，

2010，11，28，富山． 

 



◆ その他 
1)  渡辺行雄：前庭機能異常に関する調査研究．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）総括研究報告

書，「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 21 年度総括・分

担研究報告書」1-16，2010． 
2)  渡辺行雄，青木光広，宇佐美真一，高橋正紘，長沼英明：メニエール病，遅発性内リンパ水腫に関する疫学および

臨床的調査研究，抗利尿ホルモンと脱水負荷による蝸牛血管条変化に関する研究，難治性内耳疾患の遺伝子バンク

構築の研究，遅発性内リンパ水腫の画像診断に関する研究，メニエール病（遅発性内リンパ水腫を含む）の治療に

関する研究．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）分担研究報告書，「厚生労働科学研究費補助金

（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 21 年度総括・分担研究報告書」17-22，2010． 
3)  將積日出夫，渡辺行雄，小林美幸，十二町真樹子，青木光広，池園哲郎，伊藤壽一，宇佐美真一，柿木章伸，肥塚 

泉，鈴木 衞，高橋正紘，高橋克昌，工田昌也，武田憲昭，土井勝美，長沼英明，山下裕司，高橋 姿，土屋昭夫，

坪田雅仁，安村佐都紀：2009 年内リンパ水腫疾患疫学調査結果．「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研

究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 21 年度総括・分担研究報告書」71-74，2010． 
4)  將積日出夫，渡辺行雄，小林美幸，十二町真樹子，坪田雅仁，青木光広，池園哲郎，伊藤壽一，宇佐美真一，柿木

章伸，肥塚 泉，鈴木 衞，高橋正紘，高橋克昌，工田昌也，武田憲昭，土井勝美，長沼英明，山下裕司：厚生労

働省前庭機能異常調査研究班による遅発性内リンパ水腫患者調査結果．「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克

服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 21 年度総括・分担研究報告書」75-78，2010． 
5)  渡辺行雄，將積日出夫，十二町真樹子，浅井正嗣，藤坂実千郎：メニエール病に対する経鼓膜的圧刺激による中耳

加圧治療（第 2 報）．「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成

21 年度総括・分担研究報告書」188-190，2010． 
6)  渡辺行雄：対側型遅発性内リンパ水腫に対する自己免疫学的研究．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研

究事業）分担研究報告書，「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）自己免疫性内耳障害の実態把握

のための多施設研究 平成 21 年度総括・分担研究報告書」6-7，2010． 
7)  渡辺行雄，中村 正：「めまい」をどう診るか－BPPV，メニエール病のガイドラインから．日本医事新報，4506：

34-39，日本医事新報社，東京，2010． 
8)  渡辺行雄：メニエール病を和らげる．ロハス・メディカル，54：14-15，ロハスメディア，東京，2010． 
9)  渡辺行雄：第 30 回研究会．フォーラム富山「創薬」News，No.10：7-8，2010． 
10)  渡辺行雄：めまい・メニエール病の的確な診断・治療．週刊朝日，5 月 7-14 日合併号，77，2010． 
11)  渡辺行雄：医師メニエールによる内耳に由来するめまいの報告．「Meniere’s Report」渡辺行雄 監修，興和創薬，東

京，2010． 
12)  渡辺行雄：メニエール病診療のポイント．あすか製薬リーフレット，2010． 
13)  渡辺行雄：平衡機能検査の実際．めまい・耳鳴・難聴に関するインターネットセミナー，エーザイ，2010． 
14)  渡辺行雄：病気のシグナル－めまい・ふらつき編②－．北日本新聞，2010，11，24． 
15)  藤坂実千郎：内耳障害治療におけるサプリメントの効用．フォーラム富山「創薬」第 30 回研究会，2010，2，16，

富山．（招待講演） 
16)  將積日出夫：メニエール病について．厚生労働科学研究推進事業・研究事業による発表会，2010，2，26，名古屋．

（招待講演） 
17)  藤坂実千郎，將積日出夫，十二町真樹子，渡辺行雄：ステロイド依存性となった対側型遅発性内リンパ水腫の 2 症

例．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）自己免疫性内耳障害の実態把握のための多施設研究班 

平成 21 年度報告会，2010，2，27，東京． 
18)  渡辺行雄：耳鼻咽喉科のよもやま話―病気，診療，研究について―．第 55 回耳の日公開講座，2010，3，7，富山． 
19)  丸山元祥：頭頚部の外傷．第 55 回耳の日公開講座，2010，3，7，富山． 
20)  渡辺行雄：メニエール病の新診断基準と最近の診療の動向．日耳鼻佐賀県地方部会耳の日講演会，2010，3，11，佐

賀．（招待講演） 
21)  渡辺行雄：聴覚障害を来す疾患．第 239 回富山県聴覚障害者研究会，2010，5，26，富山．（招待講演） 
22)  浅井正嗣：平衡訓練とその周辺．第 50 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 学術講演 1，2010，7，22，富山．（招待講

演） 
23)  渡辺行雄：声を出すこと・歌うこと・声の病気．第 37 回糸魚川総合病院院内集談会，2010，8，21，糸魚川．（招待

講演） 



24)  渡辺行雄：聞こえの仕組みと病気．平成 22 年度富山大学しらゆり会講演会，2010，10，15，富山．（招待講演） 
25)  藤坂実千郎：聴覚医学会の興味ある演題について．第 243 回富山県聴覚障害者研究会，2010，12，8，富山．（招待

講演） 
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